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復興モデルのコンセプト 

提案の骨子 
本東日本大震災復興都市モデル計画は 

防災都市 

太陽エネルギー都市 

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）都市 

の３つからなる。 
防災についは，被災地に安全，安心できる防災都市がどのように構築できるかを都市のインフ

ラストラクチュアと建築の融合の視点で示した。 
太陽エネルギー都市については、再生可能なエネルギー都市の構築を目指した都市像を示した。 
ユニバーサルデザイン都市については、高齢者，障がい者などの移動手段の絶対的不足の中，

避難弱者の多くが被災された。防災都市であるとともに交通弱者に考慮したユニバーサルデザイ

ン都市像を示した。 
 

復興都市のあり方 
菅総理大臣から4月1日に示された被災地での復興ではなく，高地の安全な敷地に新たな都市

を構築し被災地は勤務地に限ることを提案している。本復興都市プランは被災地の都市基盤を継

続的に生かした都市像を示した。 
被災地復興モデル 

被災の状況は地形特性から大きく二つのパターンに類例できる。一つは三陸の「リアス式地形」

といま一つは仙台湾以南の「浜辺地形」における被害である。このリアス式地形は宮古，釜石，

大船渡、陸前高田に代表される。（図-1）一方、仙台空港の立地する浜辺都市を対象として，二

つの立地パターンに共有できる防災インフラを提示すべく，岩手県宮古市田老地区のケーススタ

ディーとして示す。 
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湾口都市モデル：田老地区の復興都市モデル全体計画図-２（ダイヤグラム）
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防災都市：防災コリドール・防災ブリッジ・防災タワーによる防災インフラ 
津波を「かわす」防災インフラストラクチャアの提案 
強固な津波対応インフラストラクチュアとしての堤防の破壊を受けて、堤防によって津波を完

全に「抑え込む」対応から、津波の道筋を考慮して津波を「かわす」防災インフラストラクチュ

アの提案で、「非常時に直面しても逃げ切れる・やり過ごせる構造」＊5とする。 
防災コリドール・防災タワー 
強固な土木的ブリッジで避難安全レベル（仮に 20m）を設定し、地域を大きく取り囲む周辺斜

面地形に設けた避難安全プロムナードと連続した防災回廊を形成し、谷部中心部の最も避難コリ

ドールに遠い距離（500ｍ）の地点に高層避難用の防災タワーを設置する。 
防災ブリッジ 
 ブリッジレベルは避難レベルとなる回遊歩行空間で、高齢者・車椅子利用者にも利用できる。

またブリッジ下部は、漁港関連施設・水産業施設などをこれまで通り設置し、水産業を継続およ

び発展させる施設となる。さらに観光・公共・商業施設を設置する。 
津波発生時にはこの防災ブリッジに設けられた様々な垂直動線によってブリッジレベルに避難

し、さらにこれに連続する防災コリドールによって山側に避難する。 

 

  
＊5 朝日新聞4月25日社説 



 
田老地区復興興都市モデル全全体計画図 12 
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またEUでは2010年には、ゼロエネルギービル化（ZEB）、アメリカでも2030年にはゼロカ

ーボンの建築化（ZC）を進め、もはやCO2を排出しない建築と言うわれわれがいまだ体験した

ことのない未知の建築像が地球環境的視点から求められる。 
そこで今後田老地区の提案は，我が国がこの分野において新たに世界をリードするモデルとな

る計画と位置付ける。提案は津波被災浸水地に太陽エネルギー発電施設を大々的設置し、さらに

住居群、避難ビルも太陽エネルギーを積極的に導入した施設とする。 
 

津波浸水地での太陽光発電の試算 

防災ブリッジに囲われた津波被災地、約 36ha のエリアに太陽光発電導入効果を最近完成した

中部電力いいだ発電所を例に試みた。 
その結果 36ha の津波被災地では単純に年間発電電力量 2000 万 kWh/年となり，住宅１戸の年

間電力使用量を3,600kWh/年・戸とすると田老地区住戸数1,500戸の約4倍の発電量となる。 
ちなみに東日本大震災の津波被災面積は 561km2で電力量 3,117,000 万 kWh/年となり，原子炉

１基100万kwで年間稼働率70％とすると613,200万kWh/年で約5基分となる。 
 

津波浸水地での太陽熱発電の試算 

太陽光発電同様に太陽熱発電導入効果をスペインのプラントPSIOを参考に試みた。結果36ha
の津波被災地では年間発電電力量626万kWh/年となり太陽光発電の約1/3と劣る。 
しかし，今後のエネルギー技術革新の必要性から，実験的，社会教育的施設として考え，ソー

ラータワーを田老の復興のモニュメントとする。（図-10） 
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今後の課題 

東日本大震災前まで防災・津波の聖地、田老地区について防災モデルの手本として、大学では

大学院生の修士設計などで継続的な提案をしてきました。東日本大震災の復興にも、この田老地

区を原点とした研究活動の延長線上で何ができるかを考えました。基本的なイメージを３月中に

まとめ、今回結成した復興都市モデル研究グループの人々に声をかけ、賛同を受けて短期間のう

ちにまとめあげました。 
私たちのこのような提案の過程として、ここに住んでいる人々の考えを聞くことが第一です。

しかし、実際に被災地を訪れて感じたのは、避難所での生活を余儀なくされている人々にとって

は復旧はもとより復興のイメージを語り合うことなど不可能と現地で思いました。 
そこで、これまでの研究活動の蓄積を踏まえ、田老地区を対象に復興ビジョンをまとめたもの

です。今後、宮古、大船渡、陸前高田での対応も今後進めたいと思っています。 
一方この震災の影響は私たちの住む首都圏における計画停電の中にも日々実感しています。ま

さに私達も間接的な被災者であり被災地域といえます。この首都圏における都心部での復興ビジ

ョンを考えるべく、現在太陽光エネルギーデザイン研究会を中心に東京お茶の水地区における太

陽エネルギーによる都市モデルの検討を進めております。 
被災地と間接的被災地の一体的ビジョンの共有の視点が重要と考えます。 
さらに、東日本被災地以外からも防災的視点からの応用の可能性について問い合わせもありま

す。 
今後は被災地域の人々との交流の中から復興計画案を宮古市田老地区も含め、個々の都市に提

案できればと考えています。                    
（伊澤 記） 
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